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オスプレイの百里基地への飛来と飛行訓練実施に関する申し入れ 

 
 北関東防衛局は本年 8月以降に陸上自衛隊木更津駐屯地に暫定配備されているV２

２オスプレイを使用し、百里基地で離着陸訓練等を行うことを明らかにしました。 
オスプレイは、開発段階で 30 人もの死者を出し、配備後も死亡事故の多発、墜落

事故を含む多数の重大事故を引き起こしてきた欠陥機です。 
国内で最初に米軍基地への配備が発表された沖縄県では、オスプレイが墜落事故を

頻繁に起こし構造的な欠陥機であるとし、県民大会や全市町村長、議会議長や県議会

各会派が反対し、「欠陥機オスプレイの配備は認められない」と、声を上げました。 
 防衛省は、「オスプレイは安全な飛行機だ」と宣伝していますが、10 万時間あたり

の飛行時間でオスプレイ機の事故率が高く、欠陥機であることが統計上でも明らかに

なっています。防衛省は「事故率は安全性の一つの指標に過ぎない」とし、事故の原

因の多くを「それぞれの事故は人為ミス」と片付けていることは大きな問題です。 
 オスプレイには機体設計や構造上の欠陥があり、機体の重量に比べて回転翼が小さ

く、離着陸時に強い下降気流が発生することを原因とする事故の多発、ヘリモードか

ら飛行機モードへの転換時の事故発生問題、日本の航空法で定められているオートロ

ーテーション機能による安全性への疑問など構造上の欠陥が挙げられ、近年でも

2016 年 12 月の沖縄県名護市沖への MV２２墜落事故、2017 年 8 月のオーストラリ

ア沖で着艦失敗の墜落事故など大きな事故が発生しています。 
 さらにオスプレイのよる騒音被害も発生し、横田基地等ではホバリング訓練で、健

康被害を訴える住民の声も出されています。 
このような欠陥機オスプレイを驚くべきことに防衛省は米国から１機 200 億円超

で、Ｖ２２オスプレイを 17 機購入するとしています。しかし、政府が配備先に計画



した佐賀空港は地元佐賀市や有明漁業等が配備に反対し、現在防衛省は空港隣接の私

有地を金銭で買収しようとしています。佐賀空港の地元が反対している最大の理由は、

「危険極まりない欠陥機」だからであり、訓練等で大きな被害が出る恐れがあるから

にほかなりません。 
  
 私たちは百里基地周辺自治体首長の皆さんに訴えます。 
オスプレイには、このように数多くの問題点があり、墜落の危険性が高いオスプレイ

を飛ばし、地域住民を危険にさらすことは許されることではありません。 
構造上の欠陥であれ、人為的ミスであり、基地での訓練が続く限り、事故は必ず起

こるのです。 
 防衛省は、オスプレイの百里基地での訓練実施について、８月以降百里基地に飛来

し、「月数回程度」で離着陸訓練、計器進入訓練等を行うという情報を発しています

が、このような一方的な通知を許してはなりません。今年８月以降ならば、永続的に

訓練期間が続けられ、その期間住民に危険が及びことになります。月数回程度という

のも不明です。訓練の時間帯にも制限がないのかも疑問です。疑問や問題点に対し、

防衛省側に制限を加える協定もありません。百里基地への飛行ルートも明らかにされ

ていません。 

 私たちは、住民の生活といのちを守る立場の地方自治体こそが、これらオスプレイ

の数多くの問題点や疑問点を看過せず、県や関係機関に対して声を上げていかなけれ

ばならないと考えます。 

 百里基地の周辺住民は、長年戦闘機訓練の爆音被害を受け、事故の危険性と隣り合

わせの生活をしてきました。2017 年 10 月に起きた F4 戦闘機の炎上事故や部品落下事

故にも不安を感じてきました。住民からの苦情が寄せられ、重大事故が起きてからで

は遅いのです。 

 

 私たちは、このような思いからオスプレイの百里基地飛来と訓練実施に反対の立場

を表明します。 

 つきましては、住民の生命・基本的人権を守る立場にある貴職に対し、下記の項目

について申し入れを行うと同時に関係省庁へ要請し、対応されるよう求めます。 
 

記 
 

一．地元住民を危険にさらす、欠陥機オスプレイの百里基地飛来に反対し、訓練中止

の声を上げてください。 
一．百里基地を使用した永続的な訓練強化を許さず、住民の生命・基本的人権・生活

権を守る立場からの多くの疑問・問題点に対して、関係自治体（小美玉市、鉾田市、

行方市、かすみがうら市、茨城町）での協議を設け、対応を急いでください。 
 

以上 


